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2014年 3月にロンドンで行われた国際会議，IEEE Computational Intelligence for Financial Engineering & Eco-
nomics (CIFEr) 2014に参加したので報告する．なお，発表のスライドは，
http://www.slideshare.net/mizutata/sigfin13

においてあるのでこちらも参考にして欲しい．スライドではここでは載せていない写真なども掲載されている．

1. CIFErとは

IEEE Computational Intelligence for Financial Engineer-

ing & Economics (以後 CIFEr) は IEEE Computational

Intelligence Society（CIS）の国際学術会議のひとつである．
IEEEはアイ・トリプル・イーと読み，Institute of Electrical

and Electronics Engineers の略である ∗1

CIFErでは，工学系技術を金融研究に持ち込もうという研究
が多く，研究内容，研究分野も当会 (人工知能学会金融情報学
研究会 SIG-FIN)に近い．実務家の参加者も多い．１～２年に
１回開催され金融機関のオフィスで行われる場合もある．また，
SSCI（Symposium Series on Computational Intelligence）の
一部として開催されることもある．直近の会議情報 ∗2，直近の
会議の予稿集の情報 ∗3 はもちろん web にアップされており，
LinkedIn∗4 にも情報が更新されている．
ここ数年では，2009年に SSCIの一部としてアメリカテネ

シー州で ∗5，2011 年に SSCI の一部としてパリで ∗6，2012

年に単独でニューヨークのクレディースイス証券のオフィス
で ∗7，2013年に SSCIの一部としてシンガポールで ∗8開催さ
れた．
著者の手元の集計のため正確ではないかもしれないが，2009

年，2011年はCIFErでの日本人の発表はなく，2012年に [Yagi

12] の１件，2013 年に [Mizuta 13b, Nakada 13,Maeno 13]

の３件の日本人の発表があった．後に述べるように 2014 年
は [Mizuta 14b,Mizuta 14c, Ide 14,Maeno 14b] の４件であ
り，増加傾向にあるとはいえ，まだまだ増えて欲しいと著者は
思っている．
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2. CIFEr 2014

2014 年の CIFEr∗9 は，ロンドンの新しい金融街 Canary

Wharf にある，メリルリンチ証券のオフィスで，3 月 27 日，
28日の 2日間の日程で行われた．ロンドンの金融街は Cityが
古くから有名であるが，Canary Wharfは歴史地区の少し東側
に位置し，金融機関が入った高層ビルがひしめき合っている地
域である．
応募は 122件で，採択されたのは口頭発表 54件，ポスター

発表 14 件であった [Lipton 14]．招待講演とチュートリアル
はあわせて 5件あった．また，パネルディスカッションが 1件
あり，金融業界のシステマティックリスクについて話し合われ
た．また，トレーディング・コンペの結果発表も行われた．招
待講演やチュートリアルは単独セッションで行われ，一般講演
は 3並列で行われた．初日の夜は飲み会があった．わりと朝か
ら晩までぎっしりスケジュールが埋まっていた．
招待講演では，Agent-Based Simulationを用いてレバレッ

ジとバブルの関係を調べた研究，実務的なツールである個人向
け ALM(iALM)の紹介，金融政策系の実務家による金融危機
について解説があった．チュートリアルではアルゴリズム取引，
HFT，Stad Arb.，クオンツの違いなどの説明したものや，プ
ログラム言語である F#の入門的説明をマイクロソフトの人が
行ったりした．
一般講演のセッションは，Forecasting，Algorithmic Trad-

ing，HFT等（１８件） ，Financial Markets（９件），Text

Mining（６件），Portfolio（６件），Volatility Modeling（３
件），Derivative Pricing（３件），Hedging（３件），Agent-

Based Computational Economics（６件）があった．これを見
ても当会 (SIG-FIN)ととてもよく似ているという印象をもつ．

Forecasting， Algorithmic Trading，HFT等では，まさに
各種トレーディングをするための研究が発表された．Financial
Markets では，金融市場の特性を分析したものが対象で，人
工市場シミュレーション，高頻度データの分析，銀行ネット
ワーク研究もここに入る．日本人の発表４件はすべてここで
行われ，２件が著者らの人工市場研究 [Mizuta 14b,Mizuta

14c]，２件は銀行ネットワーク研究 [Ide 14, Maeno 14b] で
あった．なお，同様の研究は当会 (SIG-FIN)で発表されてい
るものが多く，[Mizuta 14b,Mizuta 14c] は [水田 14a,水田
13a]で，[Maeno 14b]は [前野 14a]で発表されている．そのた
め，これらの研究の詳細は省く．Agent-Based Computational

∗9 http://www.ieee-cifer.org/ 詳細なレポートとして [Lipton 14]
がある．
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Economics は人工市場は対象ではなく，その他のエージェン
ト・シミュレーションの研究が発表された．
なお，著者らの研究である [Mizuta 14b]は 3rd best paper

Awardを受賞した ∗10．

3. 印象に残った発表

最後に，著者が印象に残った一般講演を簡単にごく紹介する．
“An Agent-Based Model for Market Impact” [Oesch 14]

は，マーケット・インパクトを人工市場を用いて推定しようと
する研究であった．実証分析をもとにマーケット・インパクト
のモデル化は多く試みられているが，インパクトのある発注が
あった場合となかった場合の比較は実証分析では難しく，多く
の実務家からマーケット・インパクトを人工市場で分析して欲
しいという期待があがっている．ただ，この研究は初期段階と
いった感じで実用化には更なる研究が必要であり，後に続く研
究者が現れることが期待される．3rd best student paper を
受賞．

“Detecting Wash Trade in the Financial Market” [Cao

14]は，NASDAQ株式市場においての仮装売買のデータ分析
を行ったものである．かなり複雑な集団仮装売買も分析対象と
しており，興味深かった．

“How Agent-Based Modeling and Simulation relates to

CGE and DSGE Modeling” [Grabner 14]では，中央銀行の
金融政策の効果を議論するために，マルチ・エージェント・シ
ミュレーションを使用できるかどうか議論した．中央銀行の金
融政策の効果を議論するモデルとして CGEや DSGEモデル
がある．これらは複雑な因果関係を扱える割に効果要因を人間
が理解しやすいメリットがある反面，行列を用いた線形モデル
であるため，非線形現象やポジティブ・フィードバック現象が
扱えない．マルチ・エージェント・シミュレーションならこれ
らの現象を扱えるが，効果要因を理解しにくくなる．両者のメ
リットを生かすために，最も単純なケースが CGEなどに一致
するようにエージェント・モデルを作ることができるかどうか
を議論していた．個人的に，今後，最も研究が進んで欲しい分
野であり，金融政策の議論が空中戦にならないようにするため
にも是非ともこの分野を研究する人が増えて欲しいと考えてい
る．2nd best student paperを受賞．

“Co-Evolving Online High-Frequency Trading Strategies

Using Grammatical Evolution” [Gabrielsson 14]は，Gram-

matical Evolutionを用いてトレード戦略を構築するという研
究であった．有効性は別にしても手法が興味深い．1st best

paperを受賞．
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